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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡から送信される画像信号に所定の処理を施して映像信号に変換し、外部モニ
タに出力するプロセッサを備えた電子内視鏡装置において、
　前記プロセッサは、前記画像信号を、所定の時間間隔で抽出する抽出手段と、
　前記抽出された画像信号を、前記外部モニタに出力する映像信号と異なったフォーマッ
トの画像信号に変換する変換手段と、
　前記変換された画像信号を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に新たな画像信号を記憶する際に、前記記憶手段の容量が一杯の場合には
、前記記憶手段に記憶される画像信号の内、最も古い画像信号を削除してから前記新たな
画像信号を記憶する更新手段と、を有し、
　前記記憶手段に記憶される画像信号は、前記プロセッサにおいて特定のパスワードによ
り起動するよう設定される保守作業のためのサービスモードにおいてのみ読み出されるも
のであり、
　前記所定の時間間隔は、前記サービスモードにおいてのみ設定可能であることを特徴と
する、電子内視鏡装置。
【請求項２】
　電子内視鏡から送信される画像信号に所定の処理を施して映像信号に変換し、外部モニ
タに出力するプロセッサを備えた電子内視鏡装置において、
　前記プロセッサは、前記画像信号を、所定の操作に同期させて抽出する抽出手段と、
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　前記抽出された画像信号を、前記外部モニタに出力する映像信号と異なったフォーマッ
トの画像信号に変換する変換手段と、
　前記変換された画像信号を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に新たな画像信号を記憶する際に、前記記憶手段の容量が一杯の場合には
、前記記憶手段に記憶される画像信号の内、最も古い画像信号を削除してから前記新たな
画像信号を記憶する更新手段と、を有し、
　前記記憶手段に記憶される画像信号は、前記プロセッサにおいて特定のパスワードによ
って起動するよう設定される保守作業のためのサービスモードにおいてのみ読み出される
ものであることを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】
　前記所定の操作は、前記映像信号の基となる前記画像信号に対するコピー、フリーズ、
移動、消去の操作のうち、少なくとも１つを含むこと、を特徴とする請求項２に記載の電
子内視鏡装置。
【請求項４】
　前記抽出手段は、前記画像信号が抽出されたタイミングに同期して、さらに、前記プロ
セッサの画像処理に関する設定値の情報を抽出し、
　前記変換手段は、前記抽出された画像信号と共に、前記抽出された設定値の情報を変換
し、
　前記記憶手段は、前記変換された設定値の情報を、前記抽出された画像情報に対応付け
して記憶すること、を特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の電子内視鏡装
置。
【請求項５】
　前記設定値の情報は、設定されているエンハンス、色情報、ホワイトバランスを示す値
のうち、少なくとも１つを含むこと、を特徴とする請求項４に記載の電子内視鏡装置。
【請求項６】
　前記記憶手段は、変換された各情報を時系列に記憶すること、を特徴とする請求項１か
ら請求項５のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項７】
　前記記憶手段は、前記プロセッサに内蔵されていること、を特徴とする請求項１から請
求項６のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項８】
　前記記憶手段は、前記プロセッサから着脱可能なメモリカードであること、を特徴とす
る請求項１から請求項７のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項９】
　前記プロセッサは、前記画像信号に前記所定の処理を施す際に前記画像信号を記憶する
画像信号記憶手段を含み、
　前記記憶手段は、前記画像信号記憶手段と共通のデータバス上に接続されていること、
を特徴とする請求項１から請求項８のいずれかに記載の電子内視鏡装置。
【請求項１０】
　電子内視鏡から送信される画像信号に所定の処理を施して映像信号に変換し、外部モニ
タに出力するプロセッサにおいて、
　前記画像信号を、所定の時間間隔で抽出する抽出手段と、
　前記抽出された画像信号を、前記外部モニタに出力する映像信号と異なったフォーマッ
トの画像信号に変換する変換手段と、
　前記変換された画像信号を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に新たな画像信号を記憶する際に、前記記憶手段の容量が一杯の場合には
、前記記憶手段に記憶される画像信号の内、最も古い画像信号を削除してから前記新たな
画像信号を記憶する更新手段と、を有し、
　前記記憶手段に記憶される画像信号は、前記プロセッサにおいて特定のパスワードによ
って起動するよう設定される保守作業のためのサービスモードにおいてのみ読み出される
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ものであり、
　前記所定の時間間隔は、前記サービスモードにおいてのみ設定可能であることを特徴と
するプロセッサ。
【請求項１１】
　電子内視鏡から送信される画像信号に所定の処理を施して映像信号に変換し、外部モニ
タに出力するプロセッサにおいて、
　前記画像信号を、所定の操作に同期させて抽出する抽出手段と、
　前記抽出された画像信号を、前記外部モニタに出力する映像信号と異なったフォーマッ
トの画像信号に変換する変換手段と、
　前記変換された画像信号を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に新たな画像信号を記憶する際に、前記記憶手段の容量が一杯の場合には
、前記記憶手段に記憶される画像信号の内、最も古い画像信号を削除してから前記新たな
画像信号を記憶する更新手段と、を有し、
　前記記憶手段に記憶される画像信号は、前記プロセッサにおいて特定のパスワードによ
って起動するよう設定される保守作業のためのサービスモードにおいてのみ読み出される
ものであることを特徴とするプロセッサ。
【請求項１２】
　前記抽出手段は、前記画像信号が抽出されたタイミングに同期して、さらに、前記プロ
セッサの画像処理に関する設定値の情報を抽出し、
　前記記憶手段は、前記設定値の情報を、前記抽出された画像信号に対応付けして記憶す
ること、を特徴とする請求項１０または請求項１１のいずれかに記載のプロセッサ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、電子内視鏡から送信される画像信号に所定の処理を施して、映像信号に変
換し、外部モニタに出力するプロセッサ、及び該プロセッサを備えた電子内視鏡装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、医療用の電子内視鏡装置は、可撓管の先端部に設けられた固体撮像素子によ
って、体腔内の生体組織の観察像を画像信号として外部装置に送信する電子内視鏡と、体
腔内を照明する光源装置と、電子内視鏡から送信された画像信号に所定の処理を施して映
像信号に変換し、外部モニタに出力する画像処理装置などを備えたプロセッサと、プロセ
ッサから出力される映像信号を表示するモニタとから構成されている。
【０００３】
　一般に、製品を開発している段階で、製品の動作・機能に関わるソフトウェアに含まれ
る不具合を完全に解消することは困難であるため、メーカーは、不具合が発見されると、
その発生原因を解析する。そして不具合を解消するためのファームウェアを作成し、その
ファームウェアをユーザーに提供している。電子内視鏡装置の場合、装置に組み込まれて
いる主なソフトウェアは、プロセッサに備えられている画像処理のソフトウェアである。
このような電子内視鏡装置において不具合が発見された場合も、メーカーはファームウェ
アを作成し、そのファームウェアをユーザーに提供している。ここでいう不具合とは、主
に画像の乱れや誤動作などである。また、電子内視鏡装置の場合、このような不具合が発
生すると検査に支障をきたしてしまうため、メンテナンスは迅速に行われる必要がある。
なお、ソフトウェアに限らず、製品が故障した場合、メーカーはその製品の修理を行い、
問題が解消された状態でユーザーに製品を再提供するものであり、種々の修理サービスが
提案され、実用に供している（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－１５０８２号公報（第３、４項、第３図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　上述したソフトウェアの不具合は、通常の手順でプロセッサを操作することによって発
生するものと、通常行わない特殊な手順でプロセッサを操作することによって発生するも
のとがある。通常操作で発生する不具合は、比較的容易に、その発生原因が明らかとなる
ため、メーカーは、時間を掛けることなく不具合内容を解析し、その不具合を解消するフ
ァームウェアを作成することができる。
【０００５】
　しかしながら、ある組み合わせでしか発生しない、すなわち特殊な条件によって発生す
る不具合は、その発生原因を明らかにすることが困難であるため、時間の掛かる作業とな
ってしまう。さらに、このようなソフトウェアの場合、意図的に不具合を発生させようと
しても、不具合が再現する確率が低いため、解析作業を難しいものとしている。
【０００６】
　そこで、本発明は上記の事情に鑑み、発生したソフトウェアの不具合を、迅速に解析す
ることができるプロセッサ、及び該プロセッサを備えた電子内視鏡装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決するため、本発明の一態様に係る電子内視鏡装置は、電子内視鏡から
送信される画像信号に所定の処理を施して映像信号に変換し、外部モニタに出力するプロ
セッサを備えている。このプロセッサは、画像信号を所定のタイミングで抽出する抽出手
段と、抽出された画像信号を外部モニタに出力する映像信号と異なったフォーマットの画
像信号に変換する変換手段と、変換された画像信号を記憶する記憶手段と、を有している
。
【０００８】
　上記の課題を解決するため、本発明の別の態様に係る電子内視鏡装置は、電子内視鏡か
ら送信される画像信号に所定の処理を施して映像信号に変換し、外部モニタに出力するプ
ロセッサを備えている。このプロセッサは、画像信号を所定の操作に同期させて抽出する
抽出手段と、抽出された画像信号を外部モニタに出力する映像信号と異なったフォーマッ
トの画像信号に変換する変換手段と、変換された画像信号を記憶する記憶手段と、を有し
ている。
【０００９】
　また、上記電子内視鏡装置において、所定の操作は、映像信号の基となる画像信号に対
するコピー、フリーズ、移動、消去の操作のうち、少なくとも１つを含んでいる。
【００１０】
　また、上記電子内視鏡装置において、抽出手段は、画像信号が抽出されたタイミングに
同期して、さらに、プロセッサの画像処理に関する設定値の情報を抽出する。そして、変
換手段は、抽出された画像信号と共に、抽出された設定値の情報を変換し、記憶手段は、
変換された設定値の情報を、抽出された画像情報に対応付けして記憶する。
【００１１】
　また、上記電子内視鏡装置において、設定値の情報は、設定されているエンハンス、色
情報、ホワイトバランスを示す値のうち、少なくとも１つを含んでいる。
【００１２】
　また、上記電子内視鏡装置において、記憶手段は、変換された各情報を時系列に記憶す
る。
【００１３】
　また、上記電子内視鏡装置において、記憶手段は、プロセッサに内蔵されている。
【００１４】
　また、上記電子内視鏡装置において、記憶手段は、プロセッサから着脱可能なメモリカ
ードである。
【００１５】
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　また、上記電子内視鏡装置において、プロセッサは、画像信号に所定の処理を施す際に
画像信号を記憶する画像信号記憶手段を含んでおり、記憶手段は、画像信号記憶手段と共
通のデータバス上に接続されている。
【００１６】
　上記の課題を解決するため、本発明の一態様に係るプロセッサは、画像信号を所定のタ
イミングで抽出する抽出手段と、抽出された画像信号を外部モニタに出力する映像信号と
異なったフォーマットの画像信号に変換する変換手段と、変換された画像信号を記憶する
記憶手段と、を有している。
【００１７】
　上記の課題を解決するため、本発明の別の態様に係るプロセッサは、画像信号を所定の
操作に同期させて抽出する抽出手段と、抽出された画像信号を外部モニタに出力する映像
信号と異なったフォーマットの画像信号に変換する変換手段と、変換された画像信号を記
憶する記憶手段と、を有している。
【００１８】
　また、上記プロセッサにおいて、抽出手段は、画像信号が抽出されたタイミングに同期
して、さらに、プロセッサの画像処理に関する設定値の情報を抽出する。記憶手段は、設
定値の情報を、抽出された画像信号に対応付けして記憶する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明のプロセッサ、及び電子内視鏡装置は、所定のタイミングで抽出されたデータを
、ソフトウェアの不具合対策用に備えられた専用のメモリに記憶している。医療機器メー
カー側は、不具合が発生した時のデータを入手することができるため、迅速に、その発生
原因を解析することができる。その結果、医療機器メーカーは、従来に比べて短時間で、
ユーザーに、修正プログラムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１は、本発明の第１の実施形態の電子内視鏡装置５００を示すブロック図である。こ
の電子内視鏡装置５００は、電子内視鏡１００と、プロセッサ２００と、モニタ３００か
ら構成されている。
【００２１】
　電子内視鏡１００は、体腔内に挿入するための可撓管を有しており、その先端部に、Ｃ
ＣＤ１１０を備えている。また、光源装置から照明される光を観察対象に導光するライト
ガイド１２０を内部に備えており、光量が少ない体腔内の観察を可能としている。この電
子内視鏡１００は、プロセッサ２００と接続されているため、ＣＣＤ１１０によって得ら
れた体腔内の生体組織の画像信号は、プロセッサ２００に備えられた増幅器２１２に出力
される。
【００２２】
　プロセッサ２００は、電子内視鏡１００から送信された画像信号に所定の信号処理を施
し、映像信号に変換して、モニタ３００に出力する画像処理装置と、ライトガイド１２０
を用いて、電子内視鏡１００が観察する生体組織を照明する光源装置と、を兼ね備えたも
のである。
【００２３】
　このプロセッサ２００に備えられた光源装置は、光源ランプ２８２と、ＲＧＢ回転フィ
ルタ２８４と、集光レンズ２８６から構成されている。第１の実施形態の電子内視鏡装置
５００は、面順次方式の撮像システムを採用しており、光源ランプ２８２から射出した白
色の照明光の光路中にＲＧＢ回転フィルタ２８４が備えられている。ＲＧＢ回転フィルタ
２８４は、Ｒ、Ｇ、Ｂの三色の光を透過させるフィルタを備える。以下に、面順次方式に
よるカラー画像の生成のプロセスを説明する。
【００２４】
　まず、図示しないモータドライバによって、ＲＧＢフィルタ回転２８４を回転させるモ
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ータが駆動される。ＲＧＢフィルタ回転２８４が回転することで、光源ランプ２８２の照
明光は、Ｒ、Ｇ、Ｂの各フィルタを順次透過する。
【００２５】
　各フィルタを透過した照明光は、集光レンズ２８６を介して、ライトガイド１２０に入
射される。そして、この照明光は、ライトガイド１２０によって、電子内視鏡１００の先
端に導光され、図示しない配光レンズを介して、生体組織を各色の照明光で照明する。各
色の照明光で照明された生体組織からの反射光は、図示しない対物レンズを介して、ＣＣ
Ｄ１１０によって順次受光される。そして、各色の受光像は、ＣＣＤ１１０によって画像
信号に光電変換される。この画像信号は、プロセッサ２００に送信され、後述する画像処
理を施される。処理された信号は、ビデオ信号（映像信号）としてモニタ３００に出力さ
れ、モニタ上には生体組織がカラー画像で表示される。以下に、プロセッサ２００で行わ
れる画像処理のプロセスを説明する。
【００２６】
　このプロセッサ２００は、上述した増幅器２１２に加えて、Ｓ／Ｈ回路２１４と、Ａ／
Ｄ変換器２１６と、メモリコントローラ２２０と、メモリ２３２、２４２、２５２と、Ｄ
／Ａ変換器２６０と、映像信号出力回路２７０と、メモリバックアップ回路２９０（バッ
クアップメモリ２９２、２９４、２９６を含む）とから構成されている。
【００２７】
　ＣＣＤ１１０から送信され、プロセッサ２００に備えられている増幅器２１２に入力し
た生体組織の画像信号は、この増幅器２１２によって増幅される。そして増幅された画像
信号は、Ｓ／Ｈ回路２１４によりサンプリング、ホールドされ、さらに、Ａ／Ｄ変換器２
１６によってアナログ信号からデジタル信号に変換される。
【００２８】
　Ａ／Ｄ変換器２１６によってデジタル信号に変換された画像信号は、図示しないタイミ
ング回路によって、ＣＣＤ１１０の駆動と同期され、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色の画像信号に分離
される。そして分離された各色の画像信号は、メモリコントローラ２２０によって、それ
ぞれ異なったメモリに順次記憶される。ここでは、Ｒ信号はメモリ２３２に記憶され、Ｇ
信号はメモリ２４２に記憶され、Ｂ信号はメモリ２５２に記憶される。
【００２９】
　各メモリに記憶された画像信号は、メモリコントローラ２２０によって、メモリ２３２
、メモリ２４２、メモリ２５２のそれぞれから同時に読み出しされて、Ｄ／Ａ変換器２６
０に出力される。そしてこのＤ／Ａ変換器２６０によって、デジタル信号からアナログ信
号に変換される。アナログ信号に変換された画像信号は、映像信号出力回路２７０に入力
し、この映像信号出力回路２７０によって、モニタ３００に表示可能なコンポジットビデ
オ信号、Ｓビデオ信号、ＲＧＢビデオ信号などの映像信号に変換される。この変換された
映像信号がモニタ３００に入力すると、モニタ３００上に生体組織の観察画像が表示され
る。
【００３０】
　また、タイミング回路によってＣＣＤ１１０の駆動と同期され、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色に分
離された画像信号の各々は、メモリ２３２、２４２、２５２に加えて、さらに、メモリバ
ックアップ回路２９０に内包された別のメモリであるバックアップメモリ２９２、２９４
、２９６にそれぞれ記憶される。ここでは、Ｒ信号はバックアップメモリ２９２に記憶さ
れ、Ｇ信号はバックアップメモリ２９４に記憶され、Ｂ信号はバックアップメモリ２９６
に記憶される。これらのメモリは、共通のデータバス上に接続されている。
【００３１】
　メモリ２３２、２４２、２５２には、ＣＣＤ１１０から送信されてくる画像信号の各々
が逐次記憶される。一方、バックアップメモリ２９２、２９４、２９６には、画像信号の
各々が所定のタイミング毎に記憶される。ここでいう所定のタイミング毎の記憶とは、例
えば、毎分１画面分の画像信号を、これらのバックアップメモリに記憶したり、毎秒１画
面分の画像信号を記憶したりすることを示している。これらのバックアップメモリに記憶
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される画像信号は、プロセッサ２００が有する画像処理用のソフトウェアに不具合が発生
した場合に、プロセッサ２００を提供する側である医療機器メーカーが、その不具合内容
を解析するために用いられる画像データである。そのため、上記所定のタイミングは、医
療機器メーカーが設定するタイミングであり、ユーザー側が設定するものではない。
【００３２】
　図２は、各々のバックアップメモリ制御と記憶される画像信号のタイミングチャートと
を示す図である。第１の実施形態において、バックアップメモリの各々は、ｍブロック（
例：ｍ＝３０）の記憶領域を有しており、１ブロックに１画面分の画像信号が記憶される
よう構成されている。すなわち、バックアップメモリの各々に記憶される画像信号はｍ画
面分となっている。また、図２において、空白のブロックは、データが記憶されていない
ブロックであり、Ｄｎ（ｎは自然数）が記載されているブロックは、ＣＣＤ１１０から送
信された画像信号が記憶されているブロックである。なお、図２に記載のバックアップメ
モリは、バックアップメモリ２９２のみであるが、バックアップメモリ２９４、及び２９
６も同様の構成であるため、これらのバックアップメモリの図を用いた説明は省略する。
【００３３】
　図２に示すように、ＣＣＤ１１０から送信された最初の画像信号は、所定のタイミング
で、バックアップメモリ２９２に画像データ「Ｄ１」として記憶される。そして、プロセ
ッサ２００に設定されている所定のタイミングで次の画像データ「Ｄ２」を記憶する。こ
のように、バックアップメモリ２９２は、所定のタイミング毎に画像データを記憶してい
く。そして、図２に示すように、バックアップメモリ２９２に画像データ「Ｄｍ＋１」（
ｍ＋１番目に記憶される画像データを示す）が記憶される場合は、最も古い画像データ「
Ｄ１」が消去される。すなわち、このバックアップメモリ２９２は、新しい画像データを
順次記憶していき、画像データを記憶しているブロックが全て埋まると、新しい画像デー
タを記憶する度に、古い画像データを順次消去していき、バックアップメモリ２９２を更
新していく。
【００３４】
　バックアップメモリ２９２、２９４、２９６の各々に記憶された画像信号は、メモリコ
ントローラ２２０によって、映像信号出力回路２７０から出力される映像信号とは別のフ
ォーマットの画像信号に変換されて記憶されている。第１の実施形態において、バックア
ップメモリの各々に記憶されている画像信号は、図示しないＣＰＵによって、ＪＰＥＧや
ＢＭＰなどのファイル形式の画像データに変換されている。また、これらのバックアップ
メモリは書き換え可能な不揮発性のＲＯＭ、すなわちフラッシュメモリやＥＥＰＲＯＭ、
または電池付きのメモリなどであるため、プロセッサ２００の電源がオフとなった場合も
、メモリバックアップ回路２９０の電源監視回路（不図示）によりバックアップメモリへ
の供給電源が電池（不図示）に切り替わるので、記録された情報は保持される。
【００３５】
　第１の実施形態において、バックアップメモリ２９２、２９４、２９６の各々に記憶さ
れるデータは、電子内視鏡１００によって得られた画像信号である。ソフトウェアに不具
合が発生し、モニタ３００に表示される生体組織の映像にノイズや乱れが生じた場合、医
療機器メーカーは、各々のバックアップメモリから回収された画像データに基づいて、そ
の発生原因を解析する。
【００３６】
　あるユーザーの電子内視鏡装置のソフトウェアに不具合が発生した場合、医療機器メー
カーは、例えば、営業員をユーザー元に派遣する。営業員は、端末機６００を、図示しな
い接続部によってプロセッサ２００と接続させる。プロセッサ２００には、サービスモー
ドと呼ばれる医療機器メーカー側のみが知るパスワードで起動するモードが備えられてお
り、営業員は、このサービスモードを起動させ、バックアップメモリの各々に記憶された
画像信号を読み出し、端末機６００の表示部に表示させる。端末機６００に表示させた画
像信号から、簡易的な修正プログラムを導入することにより不具合が容易に解消できると
判断された場合、営業員はこの端末機６００を操作し、該修正プログラムを、プロセッサ
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２００の動作・機能に関わるプログラムが格納された図示しないＥＥＰＲＯＭに書き込む
。一方、読み出した画像信号から、不具合が容易に解消できないと判断された場合は、営
業員は、読み出した画像信号を持ち帰り、別の技術員が検討してより厳密な修正プログラ
ムを作成して別途ユーザーに提供する。いずれの場合においても、不具合が発生したプロ
セッサの画像を、メーカー側が確認することができるため、迅速に不具合内容を解析する
ことができる。その結果、医療機器メーカーは、従来に比べて短時間で、ユーザーに、修
正プログラムを提供することができる。また、このサービスモード起動中は、バックアッ
プメモリの各々に画像データを書き込むタイミングを変更することができ、ソフトウェア
の不具合について、より解析に適した画像データを得るようにできる。
【００３７】
　図３は、本発明の第２の実施形態の電子内視鏡装置５００ｚを示すブロック図である。
なお、第２の実施形態の電子内視鏡装置５００ｚにおいて、図１で示す第１の実施形態の
電子内視鏡装置５００と同一の構成には、同一の符号を付してここでの詳細な説明は省略
する。この電子内視鏡装置５００ｚは、電子内視鏡１００と、プロセッサ２００ｚと、モ
ニタ３００から構成されている。
【００３８】
　第２の実施形態において、ＣＣＤ１１０から送信された画像信号は、第１の実施形態と
同様に、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色の画像信号に分離され、メモリ２３２、２４２、２５２にそれ
ぞれ記憶される。そして、第１の実施形態と同様の画像処理を施され、モニタ３００に出
力される。
【００３９】
　また、この実施形態において、バックアップメモリ２９２、２９４、２９６には、ＣＣ
Ｄ１１０から送信される画像信号に加えて、プロセッサ２００ｚの画像処理に関する設定
値の情報が記憶される。ここでいうプロセッサ２００ｚの画像処理に関する設定値の情報
とは、現在プロセッサ２００ｚで設定されているエンハンス、赤レベル、青レベル、ホワ
イトバランスなどのモニタ３００に表示される画像の状態に関するものである。
【００４０】
　プロセッサ２００ｚの画像処理に関する設定値の情報は、プロセッサ２００ｚに備えら
れているＣＰＵ２９０によって、それぞれのバックアップメモリ２９２、２９４、２９６
に入力され、記憶されている。このＣＰＵ２４０は、バックアップメモリ２９２、２９４
、２９６の各々に画像信号が記憶される所定のタイミングに同期して、この設定値の情報
をバックアップメモリ２９２、２９４、２９６の各々に出力している。すなわち、第２の
実施形態において、これらのバックアップメモリの１つのブロックには、所定のタイミン
グで記憶された画像信号、及びその画像信号を表示する際に設定されていた、プロセッサ
２００ｚの画像処理に関する設定値の情報が記憶される。
【００４１】
　第２の実施形態において、バックアップメモリの各々に記憶されるデータは、電子内視
鏡１００によって得られた画像信号、及びその画像信号に対応するプロセッサ２００ｚの
画像処理に関する設定値の情報である。ソフトウェアに不具合が発生し、モニタ３００に
表示される生体組織の映像にノイズや乱れが生じた場合、医療機器メーカーは、このバッ
クアップメモリの各々に記憶された画像信号、及びその画像に関連した設定値の情報に基
づいて、その発生原因を解析する。すなわち、この第２の実施形態においてソフトウェア
に不具合が発生した場合、医療機器メーカー側は、画像及びプロセッサの設定を確認する
ことができるため、より正確に、不具合が発生した時の状況を理解し、迅速に不具合内容
を解析することができる。その結果、医療機器メーカーは、従来に比べて短時間で、ユー
ザーに、修正プログラムを提供することができる。
【００４２】
　図４は、本発明の第３の実施形態の電子内視鏡装置５００ｙを示すブロック図である。
なお、第３の実施形態の電子内視鏡装置５００ｙにおいて、図１で示す第１の実施形態の
電子内視鏡装置５００と同一の構成には、同一の符号を付してここでの詳細な説明は省略
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する。この電子内視鏡装置５００ｙは、電子内視鏡１００と、プロセッサ２００ｙと、モ
ニタ３００、及びメモリカード４００から構成されている。
【００４３】
　第３の実施形態において、ＣＣＤ１１０から送信された画像信号は、第１の実施形態と
同様に、Ｒ、Ｇ、Ｂの各色の画像信号に分離され、メモリ２３２、２４２、２５２にそれ
ぞれ記憶される。そして、第１の実施形態と同様の画像処理を施され、モニタ３００に出
力される。
【００４４】
　プロセッサ２００ｙには、着脱可能なカード形式の記録媒体を差し込む差込口（メモリ
カードスロット、不図示）が設けられており、その差込口には、メモリカード４００が差
し込まれている。Ａ／Ｄ変換器２１６から出力した画像信号は、図示しないＣＰＵ２４０
によって、ＪＰＥＧやＢＭＰなどのファイル形式の画像データに変換されて、このメモリ
カード４００に記憶される。なお、メモリコントローラ２２０の制御によって、メモリカ
ード４００には、第１の実施形態と同様に、所定のタイミングで画像データが記録される
。あるユーザーの電子内視鏡装置のソフトウェアに不具合が発生した場合、医療機器メー
カーからユーザー元に派遣された営業員は、該差込口から画像データが記録されたメモリ
カード４００をそのまま回収すればよい。
【００４５】
　以上が本発明の実施形態である。本発明はこれらの実施形態に限定されるものではなく
様々な範囲で変形が可能である。
【００４６】
　なお、本発明の実施形態において、各々のバックアップメモリ２９２、２９４、２９６
、またはメモリカード４００には、ＣＣＤ１１０から送信された画像信号が所定のタイミ
ングで記憶されるが、所定の操作をトリガーにして、各々のバックアップメモリ２９２、
２９４、２９６、またはメモリカード４００に、画像信号が記憶されるように構成しても
よい。ここでいう所定の操作とは、モニタ３００に表示されている画像をコピーしたり、
フリーズしたり、プロセッサ内に記録されている画像データを移動させたり、消去させた
りする際に行う操作を示す。すなわち、プロセッサに備えられた図示しない操作キーを操
作した際に、図示しない制御部に入力する信号に同期して、ＣＣＤ１１０から送信された
画像信号は、各々のバックアップメモリ２９２、２９４、２９６、またはメモリカード４
００に記憶される。
【００４７】
　また、本発明の実施形態において、各々のバックアップメモリ２９２、２９４、２９６
、またはメモリカード４００には、ＣＣＤ１１０から送信された画像信号や、プロセッサ
２００ｚの画像処理に関する設定値の情報が記憶されているが、さらに、外部装置からの
プロセッサに対するアクセス情報を記憶するよう構成してもよい。このようにプロセッサ
を構成すると、外部装置からのアクセスによって、ソフトウェアに不具合が発生する場合
も、迅速に、発生原因を解析することができる。また、外部装置からのアクセスをトリガ
ーにして、各々のバックアップメモリ２９２、２９４、２９６、またはメモリカード４０
０に、画像信号が記憶されるように構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第１の実施形態の電子内視鏡装置を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態のバックアップメモリ各々の制御と記憶される画像信号
のタイミングチャートとを示す図である。
【図３】本発明の第２の実施形態の電子内視鏡装置を示すブロック図である。
【図４】本発明の第３の実施形態の電子内視鏡装置を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００４９】
１００　電子内視鏡



(10) JP 4441248 B2 2010.3.31

２００　プロセッサ
２２０　メモリコントローラ
　３００　モニタ
５００　電子内視鏡装置

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：及时分析生成的软件的缺陷。 解决方案：图像处理装置
包括处理器，其对从电子内窥镜发送的图像信号执行预定处理，将图像
信号转换为视频信号，并将图像信号输出到外部监视器。该处理器包括
用于在预定定时提取图像信号的提取装置，用于将提取的图像信号转换
为与输出到外部监视器的视频信号不同的格式的图像信号的转换装置，
将转换的图像信号转换成存储装置用于存储数据。 点域1
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